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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月13日(2010.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式で表される酸または一部塩形態の共重合体を含む、ｐＨが約２以下の水性高
分子混合物。

【化１】

　式中、Ｘは、Ｈ、Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｃｕ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｎｉおよびこれらの組
み合わせからなる群より選ばれるカチオンであり、ｐは約１０～５００の範囲内である。
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【請求項２】
　請求項１の高分子混合物を土壌に適用する工程を含む方法。
【請求項３】
　前記共重合体とともに所定量のアンモニア性含窒素肥料を含む請求項１に記載の高分子
混合物。
【請求項４】
　前記共重合体が約０．０１～２体積％の割合で存在する請求項３に記載の高分子混合物
。
【請求項５】
　前記割合が約０．５体積％である請求項３に記載の高分子混合物。
【請求項６】
　前記共重合体とともに一定量のホスファート肥料をさらに含む請求項３に記載の高分子
混合物。
【請求項７】
　前記共重合体の分子量が約３０００であり、ｐＨが約１であり、かつ前記Ｘ置換基の少
なくとも一部がＨで、残余のＸ置換基がＣａである請求項１に記載の高分子混合物。
【請求項８】
　前記共重合体の分子量が約１５００以上である請求項１に記載の高分子混合物。
【請求項９】
　前記共重合体が、室温で緩やかな撹拌により少なくとも約５％ｗ／ｗの割合で純水に分
散または可溶性である請求項１に記載の高分子混合物。
【請求項１０】
　前記Ｘ置換基の少なくとも約１０％が、Ｃａ、Ｍｇおよびそれらの組み合わせからなる
群より選ばれる請求項１に記載の高分子混合物。
【請求項１１】
　前記共重合体の分子量が約３０００であり、ｐＨが約１であり、前記Ｘ置換基の少なく
とも一部がＨで、残余のＸ置換基がＣａである請求項１０に記載の高分子混合物。
【請求項１２】
　前記ｐＨが約１以下である請求項１に記載の高分子混合物。
【請求項１３】
　前記Ｘ置換基の少なくとも一部がＨで、残余のＸ置換基がＣａ、Ｍｇおよびそれらの組
み合わせからなる群より選ばれる請求項１に記載の高分子混合物。
【請求項１４】
　請求項３の高分子混合物を土壌に適用する工程を含む方法。
【請求項１５】
　前記Ｘが、Ｈ、Ｃａ、Ｍｇおよびそれらの組み合わせからなる群より選ばれる請求項１
に記載の高分子混合物。
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